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別紙標準様式（第７条関係） 

 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第 4回 枚方市総合計画審議会 

開 催 日 時 平成 26 年 8 月 28 日（木） 18 時 00 分から 18 時 45 分まで 

開 催 場 所 市役所別館 4階 第 3・4委員会室 

出 席 者 

会長：新川委員 

副会長：吉川委員 

委員：伊東委員、榮野委員、岡田委員、加藤委員、角野委員、北川委員、 

   後閑委員、小原委員、嶋田委員、谷本委員、德久委員、冨岡委員、 

橋本委員、本田委員、宮原委員、三輪信哉委員    

欠 席 者 髙井委員、三輪敦子委員 

案  件  名 第 5次総合計画基本構想（素案）について 

提出された資料等の 

名 称 

資 料 1  第 3 回枚方市総合計画審議会 会議録 

資 料 2  今後の審議の進め方（案） 

資 料 3  第 5 次枚方市総合計画基本構想（素案）について 

参考資料 1  枚方市で特徴のある子育て関連事業等に関する資料 

参考資料 2 行政水準比較調査に関する分析資料 

参考資料 3 基本構想（素案）に関する資料 

決  定  事  項 

1．第 3回枚方市総合計画審議会会議録及び論点整理について確認した。 

2．第 5次総合計画基本構想（素案）の内容について事務局から説明を受けた。

3．今後の審議の進め方について、全体会議（審議会）のほか、議論を活発かつ

効率的に行うため、2つの部会（第 1部会・第 2部会）を設置し、進めていく

こととした。 

4．今後の計画策定のスケジュールを確認した。 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍 聴 者 の 数 4 人 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
政策企画部 企画課 
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審  議  内  容 

 

吉川副会長 

 

 

新川会長がお越しになるまで、最初のうち、会長に代わりまして、私、副会長吉川が

進行を務めさせていただこうと思います。会長が来られたら、副会長よりパスをすると

のことですので、よろしくご協力のほどお願いします。 

それでは、ただ今より、第 4回枚方市総合計画審議会を開催させていただきます。 

本日は、第 3回審議会の会議録の報告のほか、案件として第 5次総合計画基本構想（素

案）について審議してまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。それでは

早速ではございますが、事務局から委員の出席状況の確認並びに会議録等の報告をお願

いいたします。 

 

事務局 本日の出席委員は 17 名で、枚方市附属機関条例に基づきまして、この審議会が成立し

ていることを報告申し上げます。なお、本日の傍聴者は 4名となっております。 
続きましてお手元の資料の確認をさせていただきます。 

（手元の資料の確認） 

さらに、お手元のバインダーに、これまでお渡しした資料をご用意させていただいて

おります。過不足等ございませんでしょうか。ございましたら、お申し出いただきます

ようお願いいたします。 

それでは、ご説明させていただきます。 

 （資料１「第 3回枚方市総合計画審議会会議録」の説明） 

 （参考資料 1「枚方市で特徴のある子育て関連事業等に関する資料」の説明） 

 （参考資料 2「行政水準比較調査に関する分析資料」の説明） 

 

吉川副会長 行政水準比較調査の分析結果について補足させていただきますが、本当はもうちょっ

と細かくジャンルが 8 つか 9 つに分かれており、それぞれの総合指標を出したうえでク

ラスター分析をかける方が、より鮮明な答えが出たかなと思っています。今回、時間も

時間ということで、市の方でお調べになったデータ、全部で 58 ぐらいの指標があり、回

答のあった 42 市全てが回答されているという 44 指標だったと思いますが、それを全て

そのままクラスター分析をかけております。 

その結果、川の向こう側と同じグループだという結果が如実に出ております。次に近

いところが豊中ということで、明らかに東大阪市は大阪府下 4 中核市の中では、性格が

異になるというのは、見ての通りなのですが、高槻あるいは豊中と枚方市というのが、

同じような指標を持っているという事が如実に出てきたと思います。ですので、ある意

味でこのグループとは大局的には同じような施策を取りながらも、枚方の特色ある部分

をどう出していったらいいのかということを、この中で見ていく、あるいはご議論いた

だくということが必要になってくるのではないかなと思います。簡単ですが、ちょっと

補足をさせて頂きました。 

 

新川会長 どうもありがとうございました。 

進行を引き継がせて頂きます。出遅れまして申し訳ございませんでした。 

ただいま論点整理、審議会の議論の経過等々報告頂きました。それからクラスター分

析とその結果について調査を頂いたコンサルタントそれから吉川先生からコメントを頂

きました。若干、生データそのままで分析をかけてしまいましたので、もう少しまとま

りのいいデータが出ても良かったかも知れないんですが、若干、階層化とかが難しかっ

たところがあったかもしれません。ここまで色々ご説明ございましたけれども、何か、

委員の皆様方からご質問やあるいはご意見がございましたら、一旦頂いて参りたいと思

いますが、いかがでしょうか。疑問な点などございましたら頂ければと思います。 

よろしいでしょうか。 

それではまた改めて思いつかれたところで、後ほど頂ければというふうに思いますの

で、先の方に進ませて頂ければと思います。本日のメインの案件でございます第 5 次総

合計画の基本構想素案につきまして、今日から本格的にご議論を始めて頂くということ
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 でございます。本日あらかじめ資料 3 として提出をいただいております。これについて

事務局からご説明を頂きたいと思います。 

それから前回にご提案をさせて頂きました通り、この基本構想の素案を検討するにあ

たりまして、この人数でこれだけの場所を囲んでというのも少し議論がしにくいかなと

いうことで２つのグループ位に分かれて、少しこじんまりと議論をしようと、そういう

ご提案をさせていただきました。ここから先、ご説明をいただいた後は、グループに分

かれまして検討をしていくということにしたいと思います。 

それでは、事務局の方からまずはご説明よろしくお願いいたします。 

  

事務局 （資料 3「第 5次枚方市総合計画基本構想（素案）について」の説明） 

（参考資料 3「基本構想（素案）に関する資料」の説明） 

（資料 2「今後の審議の進め方（案）」の説明） 

 

新川会長 ありがとうございました。ただいま、事務局から第 5 次枚方市総合計画基本構想の素

案ということで、これまでのご議論あるいは市民の皆様方によりますワークショップの

ご意見等々踏まえた案のご説明がありました。そして、今後のこの審議の進め方につい

て、参考資料を使って合わせてご説明を頂きました。素案の内容につきましては、また

後ほど部会に分かれて検討ということになりますが、その前に審議の進め方ということ

で前回ご提案をさせていただき、今日このような形で進めてはどうかということで、事

務局の方からご説明を頂きました。本日のこの審議会、一旦この後、終わらせて頂きま

して、2 つの部会に分かれてご議論をいただく、その部会を今日とそれからもう一回繰

り返して色んなご意見を出して頂きたいと思います。その後、次回の第 5 回の審議会、

11 月でまだ大分先でありますけれども、11 月の段階までに試案ということで取りまとめ

て、全体でご審議をいただく、そして、私どもの一応の結論と言いますか、試案ではご

ざいますが、そういう案を作っていきたいというふうに考えております。この進め方に

ついて何か疑問な点、あるいはご意見ございましたら頂ければと思います。 

いかがでしょうか。 

少し部会のような形で若干こじんまりと集まって、もうちょっと距離の近いところで

議論をしていくというところでご了解を得られれば、この部会方式で議論をしてその結

果をまたこういう形で持ち寄って、あらためて考えていく手順で参りたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

ありがとうございます。それではこういう形で進めさせていただきます。もちろん、

それぞれの部会でのご議論はその都度、事務局の協力を得まして、全体、皆様方にも共

有できるような、そういう手順で進めて参りたいと思います。 

引き続きまして、ここまでの事務局の説明で全体として確認をしておかないといけな

いこと、あるいは、みんなで共有しておいた方がいい、そうした論点やご質問や疑問な

点などございましたら、今、頂ければと思いますがいかがでしょうか。 

はい、どうぞ、徳久委員。 

 

德久委員 素案を読ませて頂いたんですけれども、少し気になるところがございます。14 ページ

目の「まちづくりの進め方」のところに、「市民・NPO・事業者・行政がともに進めるま

ちづくり」という形で、この内容が手段になっているんですけれども、実際に今、人口

減少社会の中で行政がやっていかないといけないことは、みんなでまちをつくるという

ことにあると思います。それで、みんなでまちをつくるということが目的になるはずで

すから、どちらかというと、11 ページ目にあがっているような「めざすまちの姿」のと

ころに、例えば、みんなでつくるまち枚方みたいな目標があって、そのみんなでつくる

まちに対し、どのような施策を作るのかということで、恐らく 5 つの基本目標というの

が出てくると思います。更に、それを手段として行っていくという際に、NPO 等々の民

間団体が主体でやるのか、公民連携でやるのか、事業者がやるのかというような実施の

形ということがあがってくるんだと思います。構想の基本的な考え方のところでは、み

んなでつくりますと書いているんですけれども、構想そのものの目標のところに掲げら

れていないのは少し問題じゃないかと思いまして、その点ご議論頂きたいと思います。
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新川会長 ありがとうございました。基本構想の内容に関わりますので、今の点につきましては、

それぞれの部会であらためて、全体通じてこういう問題提起があったということをご議

論頂ければと思います。もちろん、それぞれの部会の参加者の方々の考えですので、ど

ういう形で取り上げられるかはお任せをしたいと思いますけれども、少なくとも德久委

員にご参加いただく予定の第 1 部会では、明らかに問題になるというふうに考えてござ

います。ただ、素案の内容に関わることですので、ぜひ第 2 部会でもご議論を深めて頂

ければというふうに思います。德久委員よろしいでしょうか。 

ありがとうございます。関連して、あるいはその他何かご質問等ございますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

それでは、いよいよ本格的に基本構想の内容についてご議論を頂くということになり

ます。それぞれの部会でしっかりと議論をつめて頂ければというふうに思います。それ

から、各部会が今日の議論、もうこんなところだねというので、それぞれにおいて閉じ

て頂ければと思っております。その後、10 月に入りますと、次の第 2回目の第 1部会、

第 2 部会をもう一度開いて頂き、そこで部会としての一定の集約をしていただければと

いうふうに思っております。その成果を第 5回の 11 月の審議会に持ち寄るという形で、

その間のまとめは恐縮ですが、事務局と私の方に少しお任せを頂ければと思います。で

きるだけ幅広く皆様方のご意見というのを取りまとめる形で、場合によっては、幾つか

の選択肢を並べる形になるかもしれませんが、全体の審議会でもう一度ご議論を頂いて、

私どもの案としての方向性を固めてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いし

ます。 

それでは部会の進め方等について、事務局の方からご説明を頂ければというふうに思

います。部会の構成そのものは、皆様方の出席可能な日程などで分けているところがあ

って、結果から言うとそれなりにバランスは取れてるとは思っておりますが、ご了承頂

ければというふうに思います。 

それでは事務局、恐縮ですがこの後の進め方について、ご説明よろしくお願いします。

 

事務局 はい。それでは、このあと、誠に恐れ入りますが、各部会の座席をご用意させていた

だいております。第 1 部会につきましては、この会場の事務局の後ろ、第 2 部会につき

ましては、会場を一旦出ていただきまして、となりの第 2 委員会室への移動をお願いい

たします。 

また、お手元の資料及びお水につきましては、恐れ入りますが、部会の席までお持ち

いただきますようによろしくお願いいたします。机の上のバインダーにつきましては、

事務局のほうで移動させていただきます。 

なお、本日の会議録につきましては、これまでと同様、事務局で案を作成いたしまし

て、委員の皆様にご確認いただき、その結果を会長と調整した上で、確定して公表して

まいりたいと思います。 

 

新川会長 ありがとうございます。 

それでは、全体での審議会としては終了とさせていただきます。 

この後、部会でのご議論よろしくお願いいたします。1 時間位をめどに進めていただ

けたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 


